
鳥
取
市
水
道
局
で
は
、
市
地
域
防
災
計
画
で
指

定
さ
れ
た
避
難
所
な
ど
の
中
か
ら
、
人
口
分
布
や

水
道
施
設
の
整
備
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
十
二
カ

所
の
「
応
急
給
水
拠
点
」（
左
図
参
照
）
を
定
め

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
震
災
発
生
時
か
ら
復
旧
ま
で
の
間
、

周
辺
地
域
の
み
な
さ
ん
に
飲
料
水
を
供
給
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
他
の
避
難
所
な
ど
へ
給
水
車
で
飲

料
水
を
運
ぶ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
カ
所
の
災
害
対
策
本
部
と
四
カ
所
の

救
急
指
定
病
院
を
「
応
急
給
水
施
設
」（
左
図
参

照
）
と
し
て
定
め
、
飲
料
水
と
医
療
用
水
を
供
給

し
ま
す
。

こ
の
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
震
災
時

で
も
約
十
五
万
人
の
市
民
に
対
し
て
、
一
人
一
日

あ
た
り
約
百
二
十
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
が
確
保
で

き
、
さ
ら
に
は
救
急
指
定
病
院
に
医
療
用
水
と
し

て
一
日
七
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
集
ま
る
災
害
対
策
本
部
に
一
日
百
立
方

メ
ー
ト
ル
の
飲
料
水
が
確
保
で
き
る
見
通
し
に
な

り
ま
し
た
。

大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
耐
震
化
が
施

さ
れ
て
い
な
い
水
道
管
が
破
損
し
、
配
水
池
（
タ

ン
ク
）
に
貯
ま
っ
て
い
る
大
切
な
水
（
貯
留
水
）

の
流
失
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、

配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
し
ま
し
た
。

遮
断
弁
が
作
動
す
る
と
、
一
時
的
に
水
が
出
な

く
な
り
ま
す
。
水
道
局
で
は
、
迅
速
に
復
旧
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
間
、
貯
留
水
を
「
応
急

給
水
拠
点
」
ま
で
送
り
、
飲
料
水
を
供
給
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

鳥
取
市
水
道
局
は
、
市
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
、「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
年
度
か
ら
「
応
急
給
水

拠
点
」
と
「
応
急
給
水
施
設
」
に
接
続
す
る
水
道
管
の
耐
震
化
工

事
な
ど
一
連
の
整
備
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
全
部
が
完
了
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
な
地

震
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
最
低
限
の
飲
料
水
や
医

療
用
水
を
確
保
で
き
る
見
通
し
が
た
ち
ま
し
た
。
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し
ゃ
だ
ん
べ
ん


